













長 沢 純 夫
21･イエバェの苑有史及び距卯iB･動に関する宍畝的研究
武 符 和 雄













財 囲 法 人 防 虫 科 挙 研 究 所





Editor SankichiTAKEI AssociateEdL'or SyunroUTIDA
EdiLon'aLBoard






























防 r虫 斜 ･学 .節 17故
投 稿 親 愛
編 . A_ 老 ′













































園` ･fJ 在 位 号 瀧 価
妨'1 号 (昭和12年) 55円 一､･癖 15･考 Ⅰ (昭和25年). 9O.円
約 2 号 (由和13年) 25円･ 耳 ･80円
耶 3･号 ､(昭和14年)･ 26円 L Ⅱ ･ :110円
妨 4 号 (昭和75年) 欠 IV .,. 95円
約 5 号 (昭和IU年) 25円 a'i16 号 ･Ⅰ ･(昭和26年)･llO円
孤 .6 号 (昭和17年).J .25円
弧7･8.･9合併号 く昭和22年)LI00H
孤 10 甘 く昭和23苧)` 100円
a.ll Tj.(昭和24年) GU円弧12 13 (昭和24年) GOI】
約 13 号 (昭和24年) 8OH








冨 票 2;芸 王… 岩 b2三呂芸 芸 ､ 防 虫 科 挙 節 17放 ~lV 定 偶 ¥80･00
主 幹 武 居 = ● 音 -
京都斤J'方鹿匹Hと白川 BE拡大串良各部
琶畢署 内 .Eq -伐 ･郎
京拡軒先京即 ヒ白川 席応大串最多弥
il指節 - 財幽法人 ･防 虫 科屠 研 究 所
族芯dJ.完成正吉田町 京如.^中内
(扶砕口座 ･瓜ぷ 5899)
印刷者 石 井 寄 太 郎





財 閥 法 人 防 虫 科 学 研 究/節
末 都 ー大 学 -_内
-I'昭 和 守7年
l■




昭 和 27°年 3月 30日発 行
昭 和 27年 6月 30日発 行＼
昭 和 27年 9月 30日発 行
昭 和 27年 12月 25日 発 行
第･17号 練 日 次
原 著 ･ `
1.捉 ヒ物TIによる群卿暇 凪 別こ関する研兜 棚 1m)-･･- ･･･'･･･
河辺 稔 ･岡nけr久 ･森 丑夫 ･伊藤信夫 1- 6
2.LHlCの放筒合成に関する研究･･･一･･････-･-･-･小月J 稔 ･盟月御 子･松村 隆 ･吉田敏郎 6- 10
3.･岨朽7.tTt効成分の化学的研究 (第1報) 菊谷元資 ･大島焼串 10- 14
4･形状のことなる茨酸カ′Ll>ユウム繊粉の7才か,'ウムシ歳虫にたいする致死作用と.
これを担体とした粉剤のイ工,(ェ成虫を落下仰転せしめる効力の相違について
長沢純夫 ･筋目正文 14⊥ 19
5･BHC粉剤の殺虫効力と小安の発劉 恨 率との相関について ---･･････-･･小 林 源 次-.19｢2テ
6.DDT乳剤中の♪,3'･二bT)T の管見について-----････浜凹昌之 ･市野五℃之助 ･大野 稔 .27- 31
7..*'-ラT7グラフ法によるビレトt)I/規の想定に関する研究 -'･山村典一 ･位襟 .勉 ･岩田怒- 3ト 37
8,点茶の共力剤に関ナる研究 (約6胡) 松 原 弘 道 37- 40
リ,各種昆虫の殺虫剤に粁fる抵抗性の研究 (節1沌)-･:･こ･･-･･---･････-･% 7;f 和 93 41- 44.＼
10,P3peronylbutoxideを併FTJした除虫灘蚊中松杏の-有効度について
長沢純夫 ･大野 稔 ･勝m純郎 47- EKE
11∴TEPP胡剤の加水分解の温度と殺虫力との開陳-･,-･･･---･･:'･･:･･--･･# 牒 付 火 56- 01
14:朽靭皮の只るnHC水和剤を撒布した作功に於けが.BIC臭気の残存･及び食味について .
石介秀次 ･F%喝串三郎 75- 82
15.良策の非力剤に関する研究 (餌7胡)rl 松 桝 弘 7! 82'- 85





伊 臓 正 .群 88- 93
lr< 沢 純 犬 93T 99
長 沢 純 犬 99-103
20･IMFに伐るアズキゾウムシFUJ一除試験 .･･･-･･･,-:･･･････--･････-I- :･.柿 木 邦 和 10･'3-106
ill.7レスリ･/のポーラログラフ掛 こよる定見 (1)･･:大岩伐彦 ･井上雄三 ･柄出穂三 ･大野 稔 io6-122
22.イエバェ雌雄の DDTlにたいする抵抗性の相違について -･･--･･-∴････長 沢 純 犬 123-131､





長 沢 純 火 1･'38-]43
校 li;(弘 i汚 143-148
l;(弘 治 148-153
27･.l!柁 凹加数柿の γ-ImCガスに対する抵抗力･･- ･･･-･/･･-･･････-･:'･-･河 野 達 郎 153-1･r-'0





中 位 省 三 61-.64









teplostachya･Ⅰ-･･-- ････････--･MotoslkeKIKUTANI良YasuyoShilosHIMA 10- 14
4.0ntheRelation＼Betweenth去particleShapeofPowderofCarbonate
and its LethalELrectto Adul(s of the Azl】kiliean Weevil
(catosob,fLCh7LSCh,'"ens,'sL･)and theDiLrerenceムfKnock Do,yn
'ELrectbetwe'en DDT Po､vdcrs Prepared with tt-ese-Calcium
Cart)onatesoftheCommon HolSe月y(MIJSladomesLJ'caL.)----






･･････--- ･-･･･.･MasユyukiHAMADAITakenosukeTAK^ NO皮Minorl0HNO 27-31
7･QIantitatil･eAnalysisofPyrethrinshythePolarogTaPl王CMethod..
----････--- - /････- -RyoidhiYAMADA,TsutomuSPTO皮JoichH WATA 31-37
8.StudiesonSynergistforlnseetieides.VI･･････････････17iromjchiMATSUJ3ARA 37-40
9･StldiesontheInsect-resistancetolnsFcticides･Ⅰ-･-････KaZuOYASUTOMI 4ト 44
10･OntheEtrectivenessof Pyrethrtlm Mo!quitocide･Incense used
PyperonylButoxideJointly






16.StudiesonSynergistfor･Insectieides.VIII･-･･- --HiromichiM T^Sl川Alミ^ 85-88
17.AConsiderationoftleE飴ctil,eConcentrationofDDTaldIHC
'EmulsionsfortheArctiidAloth,Diam'sl'siaim♪ql'EisBtltler- -･MasahrlITO 88- 93
18.0nthe KnockDown EirectoLthea-dt_trapsAlletlhrinPowderto
AdultsoftheCommonHotJseLIv SumioN^ GASAW^ tJ3- 日9
19.0ntheDiLrereneein′､Susceptibility ofAdultsoftheCommon
IToIJSeLlyrealedfromHorseManureMedium andSoya71eanLly-





























? ? ? ?
